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　シュメーール語の話語学的な研究態度として，従来つぎの二つの方法がとられてきた。

その一つは，シュメール語の実資料，とくにAltsumerischからNeusumerischに

いたる，いわば撫一期のシュメール語資料のみの分析に依って，文法組織を再構する方

法であるが，この立場には，視野に限界があって，主観的解釈に陥りやすい欠点があっ

た。第二の方法は，バビ灘ニア人の丈法テキストを攻究対象として，その分析と解釈に

依拠する態度であるが，この方法にはその示唆姓に於いて利点が認められても，バビW

ニア人のシュメール語に対する理解そのものに聞題が内在していた。

　従って，現段階では，バビロニア人の所説を，シュメール語の実資料に於いて吟味検

封し，不明部分を明らかにすることが得策と詠われるので，本稿では，Chicago　Gram－

matical　Texts”に晃ら1・t．る顕、1融分議論の一つであるVentiveを採り上げて，

先ずJacobsen教授の分析とその解釈に関する問題点を指摘して昆ることにする。

　アッカド語に認められるVerbal　suffix一一’am／一niin2）のVentiveとしての性格は，

B．Landsberger教授によって1㌔1糊捻れ，　W．　vo菰Soden，　Jussi　Aroの各教授もこれ

に従っているし，LJ．　Gelb，　L　A．　Lipin氏等も　Allative　という名称でこれを承け

ていることは岡知の事実である3）。

　Jacobsenは文法テキストに於いて著しいこのVentiveに着目し，シュメール譜の

Verbal　prefixを，アッカド語のVentiveで｝訳されているグループと，訟されていな

いグループとに整理し，検討を煽えている。その対立を示すと次のようになる：

1）　Ventiveで訳されているシュメール語のVerba王prefix：

　im一一・ma一，　am一一ma一一，　hrn一一mi一一，　i－im一…，　2m一一一，　im一・mu一，　bm－mu一，　ma一　（ma一，　ma－

　ra一），　mu一（倶し，例外が多い。後説）。

2）　Ventiveで訳されていないシュメ・…一ル認のVerbal　prefix：

一　IL，1　一
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1）a一，　正）至一，　i一　 （圭一，　in一）．

　このような分別整理によって，一見して気付く各グルーープの徴条は，1）群に於ける

共通の要素／m／と，2）群に於ける／b／要素との対立である。この特徴的要素の析繊と

アッカド語のVentiveの機能との校蚤によって，　Jacobsen教授はThe　speaker’s

，，ken“／，，non－ken“theoryをMSL，　IVのIntroductionの各処に於いて展開し

た4’．／m／要素が表わすTh・・peaker・・k・nは・・p・akerにとって，直接の興味及

び品評のある時間及び空閤のareaを示し，一般には，，here／now‘‘を葱味する’と

説明され，／b／i要素のThe　speaker’s　non－ken　lこ就いては，　‘話している瞬聞に彼

にとって殆んど或いは赴く興味のない，　いわばVague　limboを意味する’と説かれ

ている。かくの如き分析が，大体に於いて，バビロニア人のVentive／Non－ventive

対立の意図に照応していることは，Neobabylonian　Gramrnatical　Textsに於ける

次の億所を吟味して見れば理解出来る二

　　　　　　　　　　5）NBGT，　Tablet　1．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノa－na一ん％s’u－tis－hur－tum　ma－li－tde　MURU緒擁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノat－ta　　諏一rks－ilur－tum〈ma－li－ttZ＞MURU－TA
ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

su－u　　　5π一擁s－hur－ti　ma－li－tab　AN－TA　MURIJ－TA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ5Z卜湧s一品目イ銘　riq－tim　AN－TA　MURU－TA

　　　　　　　　　　　　ノri－a－t聯　AN一’TA　MURぴTA

一　122　一
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101）　ma－da－ta－

102）　gゑ～e α一照一口

NBGT，　Tablet　II　（：’：＝’uz　Bertin　tablet）
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1掘諏醐〔（xx），
　u　　ぎ24一磁s一海％γ一κ　　「θ一li一彦i／’

i，，　AN－TN　ab　（x　（x　x））

諏一a露諏蛎s一加γ一ti〔xx（x）〕

a－na－leu　il　（（x　x））

a－na－ku　Aa－ti　s”d　（ma一一一li－ti）

　上表に見られる文法薪再語諏一．一rks－ilur－tum及びri－a－tumを，　Jacobsenはそれぞ

れ，　（（Direction．　away　from　the　speaker》・　廷Directio簸℃o　speak：er》　と訳出し

ているが（］騨SL　IV・P・190＆189）・慮：味の上からも・riatumはVentiveにイ｛ヨ当

すると考えられ、るし，sag2dru（（sich　wenden》lq三臼来する諏s加γ’伽はNon－ven－

tiveに一致すると考えられる。従って，　NBGT，194）一97）のin一一ga一．．とそ．の展開

に於ける面形及びBertin　tab圭etの魚／を．．禽む線形（86－89）．を除けばシChicago　GT

のJacobsenの分析とその解釈は大体に於いて要を得て．いると欝える。

　　このcl：うな論拠に依って，　Jacobsenはさら・に氏の理論を発展させるのであるが，そ

れに論及するに先立ち，まず，バビロニア人の見解が，シュメール語の正しい理解の■二

に立って行われているかどうか，またJacobsen．．の理論が正当と．認めら．れ．るかどうか

に就いて検討を崩えて発る。

一123一
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1

　｝一（i）　先ず第一の画題点は，Jacobsenがシカゴ文法テキストに兇えるim－ma一

形（／bm－ma一）及び文法テキストには採録されていないけれども，これと近い閣係に

立つと考えられるim～mi一形（／am－mi一）を／m／要素と看倣した点にある。叙上の

如く，バビロニア人も岡じように理解していたと思）樗1されるのであるが，これらの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，その原形として＊i－ba一（＞e一一ma一〉トPrefix形は，現代のわれわれの分析では

ma一＞im－ma一一及び＊1－bF（＞i－mi一＞im－rni一）形が描定され，　im一一ma一，2m－

ma・一，　im－mi一，　bm－mi一の諸形は，かえって／b／要素と看倣されなければならない。

　＊レba一及び＊レbf一を古形に描・註する主要な理由は，実資料に於ける次の如きPa－

rallelismの存在である：

　　　　　　　　　　　　　　　　　8＞1）　Gudea，　Cyl．　A．　Col．　IV

　　　　　　　　　v　　t　，　　　　　　s22）

23）

24）

25）

26）

27）

　　C｛，太陽が，地単線から私の方へ登ってきました

　女は一体誰でなく

　た。」良き星（を描いた）淫心がそこにありましt

cp．　ibid．　Col．　V

　　　　　　　　　V　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

utu　kFSar－ra　ma－ta－e

mi－ag－hm　a－ba　me一一a－nu　a－ba　me－a－ni

sag－ga’一b　ki一一kinda　mu一一ak

gi一…dub－ba一一｝〈d一一一NE－a　．．＄g．i．pa一’1．．irC．．U6．

dub－mul－dag－ga　im一一mi一一gi　l

ad　im－da：．一一gi4－gi4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝。（そσ）時）一人の女姓がいました。彼

　　　　　　　，一・凶漁なのでしょう。……。彼女は，輝く筆を手に持っていまし

　　　　　　　　　　　　T』　　　　　　　　こ。（そして，）助蒼してくれました訪

19）　utu　hi一一Sar一一ra　ma一一ra－ta－e－a

20）　t’i’Nin－gig一一zid……da　utu－gim　ki－ga一一ra　ma一一ra－da－ra－ta－e

21）　ki－sikil　sag一一ga－h　ki一一kinda　mtt一一ak

22）　gi一…dub－ba一一kg一一NE　gu　bi一一dus－a

23）　dub一一mul－dttg一一ga　bi／／一g．al一一一，lq．　ra

24）　ad　im一一da一一gi4一一a

25）　egi－mu　｛i’Nidaba　ga－Ram－me一・bm

鼠地平線から，お前の方へ登った．太湯は，ニンギシュジダ神が太陽のように地平線か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　12，i　一

の
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　ら，お前の方へ登ったのだ。……。輝く筆を手に持ち，良き星の泥章がそこにあり，

　助雷を与えた処女は，実に私の姉妹ニダバ女神にてあるそや認

2）　Urul〈agina，　Cone　B　＆　C，　Col，　VII　29）tx・VIII　6）

　VII，　29）　tu　d’Nin－gfr－su　30）　ur－sag－Ci’En－lfl－la－ke4

　VIII，　1）　Uru一・ka一・gi－na一一ra　2）　nam－lugal一一一　3）　Lagagki　4）　e－na一・sum－ma－a

　5）首a－1丘一36000…ta　6）首u－ni動磁靴鰺．．～蟄～＝二⇔従塾

　　．ざ一一（，36，000人σ）中から，彼の手を取った時に，》

cp．　Enternena，　Frag．　of　a　Stalagmlte　Vase，　Col．　1

1）〔”’IEn－kll［i二｝2）〔9a－1〕a－3600－t・3）〔きu－n二／i　ba－ta－dib－ba－a　4）〔・・…・）

　一ma碁

　　（（3，600人のr癖力〉ら，そ皮の，乎を取った1｛寺に，）’l

cp．　Gudea，　Stat．　B，　Col．　III

　　6）　u4　‘i’Nin一一・gfr一一su一一ke4　tv　8）　Gct一一d6一一a　9）　sipa－zi一一ge　kalftc　m一一・ma　bac－ni－

　pbd一一da　！0）9b－16－216・OO（）一・一ta　！1）首u－ni》衡～魚肥雛薫燈趣a＝鼠

　　⑫16，000人の1・1・1から彼の手を取った時に跨

3）繰済文書に於ける“（木を）切り倒した”という表現の次の如きParallelism．

　na　bi－ri　DP．　420，　421，　429，　431，　432，　433，　436，　450，　451，　453，　etc．

　na　b6－ri　DP．　429．

／na　i…・mi一一ri　DP．　418，　427，　430，　444；　F6．　157，　etc，

　na　e－me一一ri　DP．　428．

　このような用．例　（及びGudea，　Stat，　F，　Co1．　III　12～Col．　IV　13など）から，

e…一ma一一（im…ma一の冨：罫f形）とba…，1一一mi…（呈m一一lniの古形）とbFとの闇に，蜜接な

関係の存することが容易に理解されよう。しかも，後述する旧く，im－ma・一及びim－

mi一一に禽まれる一一ma一と一一mi一一は，他のma一一及びmi一とは旧く別個のMorpheme

に属するため，形態面のみでも，先述の如き推移を措定するのが妥当かと言われる。

　1一（ii）　第二の疑闘は，　Verbal　prefix　mu一が，アッカド語の　Vent圭ve及び

Non－ventlveで，訳し分けられている点に検討を加えることを避けて，　mu一を／m／

要素に算入している点である。

　次に，Ventiveで訳されていないmu一の例を挙承して見る：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一125一
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　　　　OBGT，　VI

124）

三25）

126）

mu・一un－gar

mu－gar

mu－gar

ゴ5一海麗一％π

（blanle）

（blanle）

127）

130）

135）

136）

139）

mu－m－ln－gar

rnu－un－da－gar

mu－di－ni－ib－gar

mu一一na一一an－gar

mu－na－n卜m－gar

z’煤|sV ∴黶Eas’一fei一一in

isV－leu一一un－s’u

zz一一諏一α5一雇だイ〔u〕

盛5…んz4一．z4”一5％泌

銘一ぎα一．一α5一んか踏一5π携

OBGT，　X

　　　　　　　　OBGT，　VIII，　40，　86

Ventiveで訳され．．ていない。

の対比によっても窺うことが1：1：1来る

　　　　　　　　6）・・b一一mu－na－n・一ib　｛蜘公畑襯

　　　　　　　12）　gub－mu－na－ni－ib　1　s’u一一zi－i2－2a－as’一sVum

　　（もちろん，5％一2f…iz・一9UM　は　＊灘4－gかfg－5％窺　の，　5τか9か∫9－2α一αぎ尋％窺　昏8：＊ぎπ一2i－i2－

gα一α祝一諏泌の醐二形で，12）はVentiveとして訳されている。）Prefix　mu一の，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，上に例示した知きのように著しい訳し分けの蹴三ll】を，本稿では叙べ得ないけれども

Non－ventiveとしてのmu…を／m／i要素の単なる｛列外として無視し得ないことは明

らかで，Jacobsenの理論に疑義を黒する一つの理由である。

　　　　　　5）

　　　　　　6）

　　　　　34）

　　　　　35）

　　　　　36）

　　　　　37）

　　　　　38）

　　　　　39）

この他，

9。b－m。一。。．・abn　　ら碗．f。燗、

gub－mu－na－ni一｛b　i／　s’u－2i－iz－zum

mu－un－gub　11　rrizn－ai－iz

mu－ni－in－gub　1　us’一xi－i2

mu－
№氏|daT．gub　1／　ia－gi－iz－zu

mtt－di一一ni－fb－gub　1　us”一zi－i2－2u

mu－na－an－gub　1　iz一一2i－iz－aum

碧四二輿撃払…＿⊥蹟そ塗鑑＿＿＿＿

　　　　　　　　　　　　；IX，132，133，134，135，136に於いてもmu一は

　　　　　　　　　　このmu一の取扱いに於ける微妙さは♪OBGT，　X，6／12

　　　　　　　　　　　　　　0

1一（ii圭）第三の闘題点は， Jacobsenの所論では，

　　　　　一1：6一

Verbal　prefixの中で， mu一
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と共に主要な伎置を占めるレが／m／：／b／対照の枠からはずきれていること．で，

この点に大きな疑問が残る。シカゴ文法テキストはi一（及びin一）をNon－vent呈veと

蒋押し，先目二1のNBGT，　Tablet　IIの作成者もin一とその展開の諸形をNon－ven・

tiveとして扱っているが，バビmニア人自身，　mu一／irの機能の差逮を理解し得なか

ったか，少なくともその理解をアッカド語で：文法テキストに欝現することは出来なかっ

たようである：

　　　　　　OBGT，　Tablet　VI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　12！）圭n－na一・nl－in－9・・　　　i擁一帯一α蛾一葦蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　122）　　in－na－ni－gar　　　　　　　　　　　i　　　　　（blanfe）

　　　　　　123）　in＿na＿ni＿gar　　　　　　　　　　　　　　　　　（blanle）

　　　　蕃．…廓謡藩F「…締曲直ぎ1臨一…

　　　　　　・41）r’・m・ma・一ni－ga・　1　（bl・nk）

OBGT，　Tabiet　X

31）　in－di－ni－ib－gub

37）　mu－di－nMb－gub

　ソ　　　　　　　　　　　　ロ

us－zz一門tg－21％

　ソ　　　　　　　サ　　　　コ

Z4∫・一2t－t2－9U

32）　in－na一一an－gub t2－2多一鴨tg…・a麗窺

　　　　　　　38）m。．n。．．a。一，。b　　．「冨．薦漸n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　33）　in－na－ni一一in一一gub　1　us’一2i－iz－2um
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　．禽罫腿」浴振二菰＝藩ざ……………ゼヨ81葬露滋蕩→………｝…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’

　（この他たTablet，　VI　ilsLme／136－138，　ibid．1i2－114／130L132，　Tablet，　X

r＄／r9・r9／う1な鯵照rPま9・Jacgやseゆよ寧Ventiveの視点からYe「pal

prefixを分別すれば，　Prefix　l一一はむしろ／b／要素の中に入れられな1弼．．tばならない

ことは明臼であるが，上掲の諸例ではバビraニア人はmu一とi一との区別を行なって

いないめで：ある。従ってJacob66hは，このi一をA6ris£aspectを表わすPrefix

と看倣しためであるが，．こ．のよ．うな．結論は文法テキスi「；の分析ゆら．，泌然駒に．嫁鳩τ辛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　127　一
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ないし，蒲出のNBGT，　II　86）一89）の見解とも一致しないように思えるので，再考

の余地は充分にあると考える。

　　1一（iv）第四の疑問点は，古典期のシ．、メール語の諸文材に於いて，余く在証さ

れないPrefix形を，そのまま王ll三二なシュメール語のPrefixと看倣している点にあ

るa少くともim－mu一（／bm一・mu一．うは闇題で，措定される古形i一一mu一の可能性は考

え難い。、実資料では，mu一とレ（／e一）は対立的に凋いられていてle），その合成の可

能性を想定出来ないからである。

　　1一（v）以上の疑点の他に，もっとも深刻な問題は，Jacobsen教授の説く，

Speaker’s　ken／non－kenの理論の：妥漁性が古典期のシ：L．メ・一…ル語の実資料に於いて

裏付けられないことであ1）　11），バビvaニア人がVentiveによってシ”メール語のいか

なる機能を訳出しようと試みたかは．．今一度検射して晃る必要がある。

II

　さて，叙．．1．：の如きThe　speaker’s　ken／non一．．一．ken　theoryから1＝｛＝1発して，∫acobsen

は更に，それらPrefixに禽まれる．母音要素に対し，．次の旧き機能を賦与している

（lntroduction，　p．　24＊）．

Move1nent　MovEment十Arrest

　一m一　1・

．t．tttttttmuttnvtttwttumttttt

　　　　　　t
　　　　　　ミ

　　　　　・1

一一一壕黶cmu一一
　　　　　1．．，．．．

a
…

…
⊥
し
．

…
（
…

…
㎜

一一一壕黶cma一一

（Ar）rest

　mu－

　ma一一一

一一・一1内触mレ

toward／throttgh／from

in（to）／on（to）　the　center　of

in（to）　the　interior　of

on（to）　the　periphery　of

toward／throughi’from

ba一一

bi一

in（to）　the　interior　of

on（to）　the　periphery　of

here，…’now

here／now

here／now

here／且ow

there／then

there／then

there／then
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　上表に於いて明らかな如く，Jacobsenの兇解は，一m－mu一：mu一，一m－ma一：ma一，

一m－mi一：mi一の対比に於いて，一一mu一一：mu一，一ma一：ma一，一mi一：mi一の各要素が

それぞれ機能的に相等しい同一の形態素であり，ma一，　mi一はまたそれぞれmu一とは

別個な，全く自立的な形態素であるという前提のもとに立論きれているeしかしなが

ら，Jacobsen教授のこの両三提は欝語学的に認め難い。その理由を下に示して見る。

　II一　（i）　一ma一　：　ma一．

　e－ma一或いはim－ma一に倉まれる一ma一が，＊・一ba一一の推移形と考えられることに

就いては，すでに叙べるところがあったが，ma一の原形としては，次の二つの場含が

措定される。

　1）ma一く＊　mu一・a一或いは＊r磁一一a一ξ私に野

　2）　　ma一　く＊mu－ra一　（assimilation　iこよ　り）　　奪薫女｝こ：／／1

　先ず，機能的に兇て，1）に：挙げたma一は常に《私に》というContextに於いて

あらわれ，2）の場合のma一は常にma…ra一として《汝1◎というContextで用い

られている。従って，既出の譲例に凹しても覇らかな如く，三入称の表現に多く円いら

れるim－nla一の一一ma一とは全く魑個の形態素であることは疑聞の余地がない。

　形態的に考察して兇ても，…ma一は‡一ba…に還元され，　ma一嫁1二述の如くmu一を

愈む形態素と考えられるから，爾形態素が金く起源を異にすることが理解きれる。従っ

て，Jacobsen教授の一一ma一・＝＝・ma一の前提は，シュメール語の実資料に於いての充分

な検討をへていないように思われる。

　II　一　（ii）　一一一一ml一　：　mi一一．

　Prefix　mi一は，　Infix…nレ・が接続している以外，すなわちm三一ni一の組合せ以外

では決して在識Eされず，しかも初期ヨ三親期の交材ではmu－ni一一形のみが知られ，　m至一

ni一二は認められない事実により，従来mu一…ni…＞r臓卦灘トの母音岡化による推移が

門門されていることは，「需語研究」第四十六・号（粟京1964）所収の拙稿C（Babylonian

Grammatica玉Texts　について；，　P．2に於いて触れた通りである。　しかるに　im～

mi一に含まれる一一mi一は，わ溜，潮例を翻齢るまでもな漕），弔レを個っずに使

嗣きれるのが普逓で，爾形態索が起源を異にすることが推定される。つまり，mi一は

mu一の彫なるAllomorphに過ぎないと考えられるが，一mFはすでに述べた如く，

措定形＊一一bi一に渕ると推定されるので，爾者を闘一形態素と霧倣すことは疑問としな

一　129　一



Chicago　Grammatical　Textsに於けるVentiveについて

ければならないであろう。

＜結 び〉

　T．Jacobsen教授の理論は，従来のシュメール学者が積み軍ねて来た努力から離れ

て，独自に，主として13）シカゴ文法テキストの分析とその解釈にのみ依拠して展開きれ

ているが，多くの点で疑閥に満ちていることを指摘して見た。　ただ筆者は，教授の

The　speaker’s　ken／non－kenの理論，或いはバビロニア人のVentive／Non－ventive

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，bi一の範ちゅうの対立として理解使い分けの意図を，mu一，1一の範ちゅうとba一

すべきではないかと考えている。稿を改めて論じて見たい粉。　　　（1964澱1月25臼）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆考は神戸外綴語大学講師）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）　シカゴ，Oriental　Ins七itute所蔵の文法テキストe出πヒ趣未詳。　Materialien　zum　SUII｝e・

　rischen　Lexikon，　IV，　Roma〔ig56／の（）ld　l．3abylonian（…ranMnal’ic．a1”1’e）ct　vi－xと

　して集録きれている。倶し，鷲掴文字畢寒テキストは載せていない。

2）子音で終る場合は一am，母音で終る場合には一nimが接辞きれるが，2人称女盤雛撒では

　一imがあらわれる。

3）　B．Lanclsberger，　De・r　y8，z彦勿cles　Altltadisclten，　ZA　35，　p．113－123；W．　von　S（）den，

　Gruncli’・i，ss　4er　Ahhatiischen（｝rcunptatilt（＝　Analecta　Orientalia，33），　Roma四52），§

　82；∫．Aro，　Stttd’ien　xu”．7π魏θZbαδメ。痂ε罐8？3（；・ramntatile（漏S℃udia　Orientalia　xx），

　Helsinki〔1955），　p．87　etc．；1．　J。　Gelb，　Old！晒盈ぬωτ枷’漉π8　aotd　8γω1辞｝～ω・，　Chicago，

　〔1952＆196！〕，P．169，　P・130－132；A・A．　A　nmaH，　AKKa双cK曲f13hll｛，瓢ocKBa〔1964｝

　P．100など。W．　von　SodenはVentiveの用例として，　i／／・ik‘‘er　ging”に対する

　iUik（em　‘‘er　kanゴ’を挙げて説嘱している（op．　cit．　p．　IO7）。

4）　p，6＊，p．7＊，　p．15＊，　p．24＊，　p．26＊etc．／b／要素は一般に，，there／then‘‘を意死すると

　解される。

5）アッカド語欄の訳語及び説明句は，次の訳語或いは三関句があらわれるまで奮効である。従

　って，90）行の説開は101）行まで係る。a－na－ku，　at－ttt，甜鴫はそれぞれ，一一，二，三人

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　称，単数の白立代名詞。AN－TA，　MURU－TAは，それぞれ，（（Prefix）），（（lnfix））と訳され

　ている。7nalituは，，　fu11（form）‘‘，吻編は，，void（form）‘‘を意味する文法術語。

6）　（まのe－li－t・iはシュメール語のAN－TAのアッカド語訳，《Pr曲瑚。轟及びuは接続詞

　¢そして》。釦覗¢私をカ。
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7）　e．g．　A．　Fall｛enstein，　GTa”nv・i．iat・ik　deft　S／）rache　Gudeas　von五α8嬬工　（exAnalecta

　　Orientalia，28），　Roma〔1949〕p．46　e七c．，エ）asε％〃．i．erische，　Leiden　〔1959〕　p．48　etc，，

　　E・＄ollberger，　Lθsこyst・2ine　vef’bal　cl　a，　i・zs　les　lnsc・i’il）tiOIZS＜∫～〇二yales》＞Pre’sar80g・tigttes　de

　　ゐα8αぎ，Gcnさve〔1952〕P，68，　etc。など参照。

8）　この例は，∫acobsenのSpealcer’s　ken魚on－kenの立場からも容易に説明が与えられる

　　が，挙．倒，2），3）の場禽には満足な説開が得られない。

9）　Prefix　mu一のこのような訳し分けは，　Jacobsenの湾えたように例外ではなく，むしろ

　　mu一の用法を忠実に徴えていると港えられる。すなわち敬語法としてのRelativeな面と

　　Absoluteな面を表わしていると思われるが，詳しくは瀦の機会に譲りたい。

IO）　拙稿「シュメール語のVerbal　prefix　mu一，　e一の敬譲法による解朋」（本1誌No．1，1957）

　　申の用例及び，RTC，　No・19に於ける9u　mu鴫a－kid，　mu－da－gin－na－a，　mu－na－sum／

　　9u－e－na－kid，　e－da－gin，　e－na－Sumの使い分けな．ど参照。

11）　1一（i）に挙げた例など参照。

12）　1一（i）の用例3）など参照。

13）Ventiveによる解釈はChicago文法テキストのみではなく，　OBGT，1　a，　CQL　IL　11’），

　　12ノ）；OI3GT，．．II，　Rev。6’），7’），11’），15ノ）；OBGT，　III，　A　II，90）e七c．；OBGT，　V，5），

　　6）に於いても確認することが幽来るし，Babylonian系のBilingual　textsに於いても，

　　Ventiveによる岡趣の対訳を認める．ことが嵩来る：

　　e．9．CT．，　XV工，　Tabiet　3，　PL　1，　Col・I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

の
の
⑳
①
乃
紛
恥
①

1
1
1
1
1
1
1
2

e－ne－ne－ne　s”t2－ii．u　1’iin一’nu－tuin　bul－a－nieg

ku首・nrLU　α7～α忽‘一τρη曾γ客一ゼαα一α舜嘩珍％一％メnam－ma・te－gA－e－ne

igi－rnu　ct．na．　Pa－n・i－i・a　a－a　is－la7・n－mi－7・zaeni　nam－nia－bul－e－ne

egir・muα照df’一h1：一ict，　a－a鋸二妊巫1璽nam－DU－DU－ne

6－ni，u　a，”i．a．　bt’Lti－ia　（a－a・　i－f，tt－b2，t－ezi）　nani－ina－tu－tu－ne

tir－mu　a7i・a　ti－ri一’i・a　a．一a．　（　）一eii，　nam－bal－bal－e－ne

6－1｛i－c16r－a－mu　a－nce　bft－s’u．b－ti（一・ia　a－a・　i－o・’u－ub－ni）　nani－nia－tu－tu－ne

zi－an－na　b6－pad　（zi）一ki－a　b6－pbd

ibid．　pl．　6

　214）　1〈ug－mu　nani－nia－te－ga’一e－ne

　2！5）　ct」za　gt“・nriia　a－a　i，t－bu－7i・i

　216）　igi－mu－ge　nam－ma－gul－e－ne　etc．

　ただし，Chicago　GT．岡様，　mu．はNon．ventive

e．　g．　ibid．　pl．　2

として扱われている例が多い：
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38）

39）

40）

覗）

42）

43）

44）

1th－ulti　ia－pab－bal－la　bar－ge　mu－un－na－te－eg　’

αηα　αη361ゼ　η．～％’卿彦Ctl庸li－lti　面2α　α一hα一t’i　it噂htt－u

a－slg－tur．r－ra　1〈ug－na　nii－ni－in－gar－re－eg

ζぞ鼻営。ん一7et‘　〃～‘l　r脚∫a　ij・ut・溶窒幻．1～γ～一喜髭　ts一卿ltlかu－1．～

加1・nam－er至m－ma　kug－na　gゑ1－1a－na

7・na－7．㍑ゴ彦　li－JTtZ・t彦”’錫7π　i兜a　β％・」・nati鵯5¢重　ゼδ一52レ舜

心一mu・Un・毫｝uLa　ku話一na　n上i－ni－in－gar－re－e首ルηπか％η・7τα瀞αlivn・i．～麗ゴ．lt（1　9Ujs～γゴ尋％だ・

　　　hu－i，‘i・i

　第一一一一及び第二の用例でllam－ma一（＜㌔a－i！n－maうはVent1．ve一短（く㍉纏）によって訳繊

されているが，アッシリア系の襖形文掌で記されているテキストに於いては，このVentix，e

による解釈は認められないようでi注隅に値する：

e一　bcr．　CT．，　XVI，　［［’ablet　5，　pl．　！6，　Col．　X・rl

　　　　　（　）　udug－bul　inu－un．da－rvi－uts’

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
！　　このアツシリ
！4）　ba一に憎まれる一a－1

　　（〈シ＝一メール語のVerbal　Pl’efix　ba一についt

　　参照。

15）続稿《シ”．メール語のVerbal　1）refix　bi一について》（掲載誌未定）参照。

　　　　　　　　　〕udu9－bul　mu－un．一da・ru－us

　　　　　〔〔　　）揺一tt．th－ktt　liフ．1？・一7tU’i－ta－7・tt・一1．躍

〔　　　　　〕　・nゑ一a　　　　im－ma－an－u善

　　　　　⊂　　　）恵la・一na－bf・e－u　i・r－tθ一4ゼ・ぎ廊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳

〔　　〕一s曲inu一さ一de　im－ma－an－u§

　　　　　54　i7～‘‘　8駕一〃IUI・la　5％幅ゐπ一守．f　わ㌦18イ～ゴーδτ～

　　　　　　　　　　　　　　　　 リ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　ヘ　　　　　　　

SU－lll　m－ra　SU－a－m－se｝m－111e－III－gar

　　　　　fea－Ct．s一∫’麗　抑η嚇海αs瞬m（t・a7・ta．　fea－ti＿s”t2　ゴξ一h2．ρ1，

　ヘ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

9三r－nl　lll－ra　glr．a一！｝1－se　lm’nne－1n昌gar

　　　　　営8一θメ）一営z～’i〃～一旗～5卿11～α　t171・Ct・5β一クム宮πだ一々ππ

　　　　ノ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　

sag－ga－m　lll－1’a．　Sa．9－ga－a餉nl輪se　1111－1］le－ln－gar

　　　　　hCt．k一海α一s・u　iVll・一has一〃1・Cl　‘T’11｛’t．　kak－fet’i一認ム営短　iS脚ltl．t．　J・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　ア系テキストに就いての解釈は瀦の機会に触オ．tることにする。

　　　　　　　　　　　　こ就いては，「オリエント」第七巻箆3丹（東京1964）所収予定の1薮隔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，一Middle　voiceよりPa＄sive　voiceへ一：
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